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論文内容の要旨 

 
 本研究は、スポーツ競技の観戦者が何を観ているのかについて視点検出実験とアンケート調査

によって調べ、観る人の視点が集中するものの一つであるユニフォームの色彩に注目して、観る

人がその色彩から受ける印象について視感評価実験等を行い、色彩効果の解析と、印象評価の計

測化の可能性について検討したものである。 

 申請論文は８章から構成されており、以下に各章の概要を示す。 

 第１章では、研究の背景、目的、概要、論文の構成について述べている。 

 第２章では、本研究に関連する先行研究、また、本研究で用いる視点検出や色彩計測のための

研究手法について述べている。 

 第３章では、観戦者が実際のスポーツ映像の中で何を観ているのかについて知るために、視点

検出器を用いて、実際のサッカー映像をサンプルとして被験者の視点を検出する実験を行った結

果について述べている。具体的には、サッカーの試合映像をサンプルとして、視点検出器を用い

て被験者の視点が集中する対象物を調べ、その結果、ボール、選手、ユニフォームに視点が集中

することを確認している。一方で、試合映像の中で映される広告にも被験者の視点が移ることも

確認している。また、視点検出の実験後には、その被験者が何に注目していたかなどについての

アンケート調査を行い、アンケート調査の結果は視点検出器を用いた実験結果と同じものに注目

していることを確認し、これにより、観る人の視点と注目したものには大きな差がないことを見

出している。 

 第４章では、サッカーの試合映像を観る人がユニフォームから受ける印象と色彩効果について

述べている。具体的には、観る人の視点が集中し様々な色彩が用いられるユニフォームに注目し

て、３回のアンケート調査と実際のワールドカップの試合映像を用いた視感評価実験を通して、試合を

している２チームのユニフォームがどのような色の組み合わせで区別しやすいのか、使われたユニフォー

ムの色の印象は、大きく２つの因子（色特性、識別性）によって分類できることなどを見出している。 

 第５章では、静止画像におけるサッカーユニフォームの色に対する観る人の印象について述べ

ている。具体的には、モデル化した静止画像サンプルを作成し３種類の視感評価実験を行い、モ

デル化した静止画像サンプルによる実験でも、第４章で述べた結果と同じような印象評価結果を

得ている。また、1 つのユニフォームの印象がわかれば、2 つのユニフォームを同時に観た時に受ける
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印象を、ある程度推測できること、さらに、２チームのユニフォームの色彩が区別しやすいかかどうか

は、計測された色差値によって客観評価できることなども見出している。 

 第６章では、バレーボール競技におけるユニフォームの色彩の印象について、また、計測手法

によって印象評価を行う色彩感情評価式の妥当性について述べている。接触プレイのあるサッカ

ーとは異なるバレーボールのユニフォームを対象として視感評価実験を行い、前章までで述べて

いるサッカーのユニフォームの印象評価の場合と同様の結果を得ている。また、これまでの視感

評価実験から得られた主観評価と、色彩感情評価式による客観評価とを比較して、計測評価の可

能性と問題点を考察している。 
 第７章では、色彩感情評価式を用いたユニフォームの色彩の印象予測について述べている。具体的

には、英国プレミアリーグ、ワールドカップサッカー、オリンピックバレーボールで実際に使用されているユ

ニフォームの色彩がどのような特性を持っているのかを測色機で計測し、その測色値を用いて色彩感情

評価式による印象予測を行っている。 
 第８章では、全体の総括を述べている。 
 
 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文は、スポーツ場面における観戦者の視点と意識、ユニフォームの色彩から受ける印象、さらに、

印象評価の計測化の可能性について考察している。 

申請者は、近年、スポーツにおいて、色彩の使用にいろいろと工夫がされるようになってきていることに

注目して、視点検出器を用いる視点検出実験とアンケート調査によって、試合映像を観る際に、観る人の

視点と意識が、ボール、選手、ユニフォームに集中すること、また、一方で、試合映像の中で映される広

告にも観る人の視点と意識が向かうこと確認している。そして、視点が集中し様々な色彩が用いられるユ

ニフォームを対象に、視感評価実験を通して、観る人が受ける印象について調べ、試合をしている２チー

ムのユニフォームの区別のしやすさと計測による色差値との間に関連性があることや、使われたユニフォ

ームの色の印象は大きく２つの因子（色特性、識別性）によって分類できることなどを見出している。また、

これまでの視感評価実験から得られた主観評価と、色彩感情評価式による客観評価とを比較して、印象

評価の計測化の可能性を見出し、英国プレミアリーグ、ワールドカップサッカー、オリンピックバレーボー

ルで使用されているユニフォームについて、色彩感情評価式による印象予測を行っている。 

以上の研究成果は、スポーツをする側に注目した研究が多い中で、観る側の立場に立った新たな試

みとして評価できる。また、観る人の主観的評価と計測による客観評価との関連性について検討し、色彩

感情評価式を用いる計測評価方法が実際のスポーツ場面での印象評価にも適用可能であることを見出

したことは、十分に価値がある。そしてまた、スポーツビジネスが注目される中で、スポーツ場面に使われ

ている色彩の効果について考察している内容は、産業的にも応用できる可能性があり評価できる。 

本論文の内容は、申請者を筆頭著者として公表された学会誌の査読論文２編、ならびに、審査制度の

ある学術会議での論文４編を基礎としている。 
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